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I.は じ め に

近年,激動する社会情勢の中で保健師が対応

する健康課題は,高度化,複雑化,多様化して

おり,直接的な保健サービスを中心とした対人

支援能力,施策化を含む地域支援や管理能力と

いう幅広い能力とそれぞれに対し高度な知識 ,

技術を伴った実践能力が求められている。この

ような状況に対応できる人材育成として,質の

高い保健師教育が求められる。

S県における保健師教育は,保健師養成の公

立学校として全国に先駆け,昭和15年に始まり,

社会・地域の状況に応じ,先駆的な教育活動の

取り組みを展開し,全国からも注目されていた

(木村,1997)。

本学は,長年 S県の保健師教育を担ってきた

公立学校が閉校した後,1998年に保健師教育の

1年課程である専攻科を開設し,フ ィール ドで

地域看護の基礎づくりを行い,それを土台にし

て行政機関で保健福祉活動を学ぶという,内容

を充実させた保健師基礎荻育に取り組んでいる。

半
島根大学大学院教育学研究科
**島
根県健康福祉部健康推進課

現在,2009年のカリキュラム改正に向けて,よ

り充実した教育内容を検討中である。また,本

学は, 4年制大学化構想があり,保健師教育の

あり方そのものを考えていく重要な時期にある。

全国的には,1993年から看護系大学が各地で

次々と開設され,それに伴い保健師教育の多く

を大学孜育が担うようになった。S県において

も1999年から看護師と保健師を統合したカリキュ

ラムを実施する4年制大学が開設された。これ

により,保健師教育の実習機関である保健所・

市町村は,教育内容の異なる2つの大学の実習

を受け入れる状況になった。

そこで,本研究は,第一線で活動している保

健師の学生の実習をとおした意見をもとに,保

健師基礎孜育の今後の課題を明らかにした。

Ⅱ.研 究 方 法

1.地域看護学実習の概要

本学では, 1年課程の前期に地域看護基礎実

習を,後期に地域看護実習を実施している。保

健師基礎教育の 1年間のプロセスを図 1に示し

た。

地域看護基礎実習では「地域住民の生活の場
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表 ]地域看護実習の目標
講義

・健康生活と運動
・健康政策論
・英語と言語と文化
・日本国憲法
・地域看護学概論
・地域ケアシステム論
・地域看護活動論 I

健康教育論

酬 :蒻筆
・環境保健行政論
疫学と保健統計
,情報処理学

養護学

教育原理

教育方法

演習・実習

コミュニティアセスメント演習

目的:地域の特性を明ら力W三するために、総合
的 多角的な情報収集によつて地域全体
をアセスメントする能力を身につける。

ユ

・家族ケア:乳児訪問(継続3回 )
・地域活動支援 :健康学習 (2回 )

目的 :地域住民の生活の場において、個人 家
族・集団・地域の健康課題に対する直接
的な支援能力を身につける。

こ

実習市阿村の特性を把握し、保健医療福祉の
現状と課題を認識する。

実習市町村の地域特性が説明できる。

実習市町村の行政組織と財政基盤について理
解する。

実習地域の保健医療福祉計画の概要を理解す
る。

実習地域の健康課題について説明できる。

実習市町村の保健医療福祉に関連する社会資
源を列挙できる。

よる保健福

地域で展開される保健医療福祉活動の根ltlや
意義を述べることができる。

住民や当事者の主体的な活動を支援する関係
者および関係機関の連携について考察する。
コミュニティづくり 'ま ちづくりのための具
体的な活動を列挙できる。

地域の人々の生涯をとおした健康づくり活動
の事例が述べられる。

健康課題を取り上げて、地域のニーズ把握か
ら施策化、健康政策づくりまでの過程を理解
する。

ケアマネジメントやケアコーディネーション
の場面をとおして、その基本を身につける。

多様化するニーズと保健師に必要とされる機
能について考察する。

④ 保健福祉活動をとおして、生活者の人権を尊
重した倫理的態度を身につける。
③ 日常業務における保健師の力量形成について
考察する。

員が実習概要を説明し,協力依頼をしている。
また,学生と実習指導者による打ち合わせも実

施し,学生の実習テーマの確認や実習指導者か

ら事前学習に必要な資料をもとに実習地の特徴

ある活動等について説明を受けている。

実習事前学習は,実習地の地域特性と概要に
ついて,実習指導者から提供があった既存資料
をもとに担当教員の助言を得ながらまとめてい

る。実習期間中も継続して情報収集や考察を行

い,実習市町村の理解を深めている。また,学
生は実習において深めたいテーマとして健康課

題を 1題取り上げ,実習計画に反映するように
している。

実習内容は,オ リエンテーションを受けて ,
実習市町村および保健所の組織・財政基盤,保

健福祉行政の概要等を学び,保健福祉活動は実
体験することにより学んでいる。 3週間の実習

期間の中で中間・最終に保健所圏城単位で学生

Ｄ
　
①

②
　
③
　
④

⑤_地域看護実習指導者連絡会

目的:実習指導者と具体的な計画について協
教育心理            議したり、宿泊場所・交通手段・必要物
・地域看護研究          品等、実習の準備について確認を行う。

目的 :児童・生徒の学校生活をとおして、学校
で行われている保健教育及び保健管理
を学び、健康上の問題及び健康保持ヘ
の指導・援助について理解する。また、

目的 :保健・医療・1目祉の総合的な地域看護をと
おして、地域看護機能を理解する。また、
実習地で計画されている保健福祉活動に

参加し、活動の展開とその特徴について
考察する。

食文化と栄養
・生活環境論
・国際理解と健康
。産業保健論
・地域看護管理
・地域看護活動論Ⅱ

目的 :各実習地毎の学びを共有化し、実習後の
新たな課題を明らかにする。

こ
産業保健 職場見学

目的:湛継懃琉護甍請子騒 繰
め、看護専門職としての活動の実際を知
る。

ユ

目的 :地域保健活動をとおして、エンパワメント
のプロセスを理解する。

図 1保健師基礎教育の 1年間のプロセス

において,個人・奈族・集団・地域の健康課題
に対する直接的な支援能力を身につける。」を

目的としている。実習内容は,本学周辺の地区

をフィール ドとし,地域看護基礎実習前に行っ

た,受け持ち地区の地域看護診断により明らか
になった健康課題に対して,地域活動支援とし

て健康学習を行っている。地域活動支援では ,

企画・実施 。評価の一連の流れも経験 し学んで

いる。また,乳児のいる家庭に継続訪間を行っ

ている。

後期の地域看護実習では「保健 。医療・福祉

の総合的な地域看護をとおして,地域看護機能

を理解する。また,実習地で計画されている保

健福祉活動に参加し,活動の展開とその特徴に
ついて考察する。」を目的としている。また,

3つの大目標とその目標それぞれに 5つの小目

標を設定している (表 1)。 実習に向けて,実
習開始 3ヶ 月前には,実習連絡会を開催し,孜

そ
の
察

題
域
課
地
て…

原
び
い
一康
で

健
よ

つ
一健
し

①

　

②

⑤

①

②

　

③

勒
姫
佑

お
に
　
一お

団
化
　
一と

集

ム
　

一を

テヽ
　
一動

族
ス
　
一活

一本

ンヽ
　

一華
」

人、″
　
一蠣
Ｆる。

個
す出ヽ熊確
　
一錦
銘

上
を

および専門職
こついて理解する。

-40-



地域看護実習指導者が必要とする保健師基礎教育のあり方

主体のカンファレンスを実施 し,学びを深めて

いる。実習終了後には本学において実習指導者

の参加を仰ぎ,学生の企画による報告会を実施

している。学生は,保健所圏域グループで実習

の学びをまとめ,新たな学習課題を明らかにし

ている。

教員の実習への関わりは,保健所圏域単位で

受け持ち担当教員を決め,実習前から実習機関

との連絡調整や学生の事前学習への指導を行っ

ている。実習期間中は,実習機関をラウンドし,

実習内容の調整や,学生への直接指導,一緒に

事業参加するなど必要に応じた指導を行ってい

る。

2.対象と方法
2006年 9月 から10月 に,S県 にて就業中の行
政機関の保健師330名 を対象とし,①学生の実

習に対する目的意識,②実習レディネス,③実

習の内容や到達目標,④実習態度,⑤保健師実

務に関する学習,⑥学生の問題意識,⑦住民と

の関係づくり等,実習指導において気づいた点

について,質問紙による無記名,自記式アンケー

ト調査行った。

3.分析方法
各問いに対して記述された内容を意味内容が

変化 しないように要約し,意味内容の類似性に

従い,サ ブカテゴリー,カ テゴリーに分類 し,

抽象度を高めた。カテゴリー名は内容を理解出

来るように表現した。

また,抽出されたカテゴリーを質問項目毎に

保健所 。市町村共通,保健所,市町村別のカテ

ゴリーに分類した。さらに,学生,教員,指導

者自身,教育体制別に分類した。

信頼性,妥当性を高めるために, 4名 の研究

者で合議の上,検討を行った。

Ⅲ,倫 理 的 配 慮

県庁の所管課に調査の概要を説明して協力を

,「 ぎ,職場別対象者数は県庁の所管課から情報

を得た。調査票は職場ごとに配布し,個人には

依頼文により調査の同意を得た。対象者個人の

プライバシー保護及び調査への参加の任意性を

保証するため,回収は個人で直接大学に郵送す

ることにした。

なお,本研究は島根県立看護短期大学研究倫

理審査委員会の承認を得ている。

Ⅳ.結 果

1.対象者の属性 (表 2)

有効回収数は99名 (30,0%)で あった。

回答した保健師の年齢は40才代が最も多く34名

(34.4%),次 いで50才代が22名 (22.2%),20才

代と30才代が20名 (20,2%)で あった。平均年

齢と標準偏差は,40,3± 12.8歳であった。

就業場所は,延べ人数でみると,市町村の健

康増進等の担当が最も多く63名 (63.6%),次

いで保健所の健康増進担当が11名 (■ .1%),

保健所の結核・難病担当が10名 (10.1%)の順

であった。

保健師が修了した教育課程は,専門・専修学

校の 1年課程が最も多く78名 (78.8%),次 い

で看護系大学が12名 (12.1%),短期大学1年課

程が6名 (6.1%)の )頁であった。

就業年数は,21年から25年が最も多く28名

(28.3%),次いで26年以上が24名 (24.2%), 6

年から10年が16名 (16.2%)の順であった。

表 2対象者の基本属性
人数(大 )割合(%)

年齢             20代      2020.2
30+篤        20202
40+ヽ         3434.4
50+篭          2222.2

未回答    33.0
就業場所保健所     28人 精神保健   9 9.1

結核・難病  10101
健康増進   1111.1
不明     1 1,0

市町村     71人 健康増進等  6363.6
介護保険関係  6 6.1
職員の健康管理   0 0,0
障害,福祉関係   2 2.0
その他 3 3.0

不明     2 2.0
狭育課程専門.専修学校の1年課程           7878.8

4年柿1の専門`専修学校

短期大学1年課程

看護系大学

看護系大学院            1 10
就業年数 新卒                 2 2.0

2 2.0

6 6.1

12 12.1

満 1年～ 5年

満 6年～10年

満11年～15年

満16年～20年

満21年～25年

14 14.1

16 16.2

9 9.1

6 6.1

28283
満26年以上            2424.2

注 :就業場所の業務別は複数回答にて延べ人数を記載
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2.実習指導者の保健師基礎教育に対する意見
1)学生の実習に対する目的意識については,

49の記述の内容から29サ ブカテゴリーが抽出さ

れ,14の カテゴリーを抽出した (表 3)。 以下,

カテゴリーは「」で示す。学生に対して抽出さ

れたカテゴリーのうち,保健所保健師と市町村
保健師共通なものは,「目的意識の有無」,「 目

的意識が不明確」,「目的意識の学生差」,「将来

像の明確さ」,「 4年制と専攻科の目的意識の差」

であり,市町村保健師のみに抽出されたのは,
「不十分な事前学習」であった。実習指導者に

対して抽出されたカテゴリーは,市町村保健師
から抽出された「認識不十分な枚育目的・内容」

であった。教育体制に対して抽出されたカテゴ

リーは市町村保健師から抽出された「荻育機関

による指導の差」であった。社会情勢に関して

も市町村保健師から「少ない保健師採用の影響」

が抽出された。

表3学生の実習に対する目的意識
カテゴリー ブカテゴ 1

目的意識の有無

目的意識が不明確

目的意識の学生差

将来像の明確さ

4年制と専攻科の目的意識の差

目的意識を持った

ス」,「不十分なレディネス」,「必要な準備内
容」であり,市町村保健師のみに抽出されたの

は,「実習レディネスの学生差」,「 4年制と専

攻科のレディネスの差」であった。実習指導者

に対して抽出されたカテゴリーは,保健所保健

師から抽出された「指導者による事前学習の把

握」であった。教育体制に対して抽出されたカ

テゴリーは,市町村保健師から抽出された「講

義と実習期間のズレ」であった。

表4実習レディネス
カテゴリー サブカテゴリー

十分なレディネス ・資料
ITに よる情報収集

少ない自己学習

準備不足
・前年度実習の活用
・具体的な事前準備
・法的根拠
・地区把握
・現場体験
・事業の全体像
・アプローチ方法
・現場活動の流れ
・保健師の全体像
者による事前学習の把握

不十分なレディネス

必要な準備内容

・既存資料による学び
・ITに よる情報収集
・地区把握
・少ない自己学習
・受け身の態度
,実習目的の明確化
,実習テーマの明確化
・学習方法
・予算
・法的根拠
・地域をみる
,想像の幅
・応用力
・保健事業の概要
イメージできる保健活動
実習レディネスの学生差
カリキュラムや指導体制の影響
4年制は事前準備や学習が不足している

習期間のズレ

3)実習の内容や到達目標については,55の
記述の内容から31のサブカテゴリーが抽出され ,

15の カテゴリーを抽出した (表 5)。 学生に対

して抽出されたカテゴリーのうち,保健所保健

師と市町村保健師共通なものは,「不的確な目

標設定」であり,保健所保健師のみに抽出され
たのは,「目標設定の難しさ」,「テーマ設定」,

市町村保健師のみに抽出されたのは,「的確な

目標設定」,「指導者と学生の目的達成度の相違」,
「学生による実習内容の差」であった。実習指

導者に対しては,保健所保健師と市町村保健師

保
健
所
保
健
師

保
健
所
保
健
師

目的意識が不明確

目的意識の学生差

将来像の明確さ

4年制と専攻科の目的意識の差

不十分な事前学習

教育機関による指導の差

認識不十分な教育目的,内容

・漠然とした目的意識
・綱かい目的意識
・学生による目的意識の差
・将来像の明確さ
。興味あるなしの強弱
・ 4年制と専攻科の目的意識の差
・目的意識の無い4年制学生

・学生による目的意識の差
・目的意識がある学生の積極的な実習態度
・目的意識がある学生の高い満足度
・出身地による目的意識の差
・保健師志望と看護師志望による目的意識の差
・4年制と専攻科の目的意識の差
・目的意識の無い 4年制学生
。目的意識を持った専攻科学生
・不十分な業務への理解
・教育機関による指導の差
・カリキュラムについて認識不十分

・不十分なレディネス

・必要な準備内容

・実習レディネスの学生差
・ 1年制と専攻科のレディネスの差

市
町
村
保
健
師

市
町
村
保
健
師

教育目的が抽象的
な し

2)実習レディネスについては,61の記述の

内容から34のサブカテゴリーが抽出され,10の

カテゴリーを抽出した (表 4)。 学生に対 して

抽出されたカテゴリーのうち,保健所保健師と

市町村保健師共通なものは,「十分なレディネ

目的意識あり
・目的意識なじ

・目的意識あり
・目的意識なし
,不明瞭な目的意識
・漠然とした目的・目標
・狭い目的意識
・教科書的な目的
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共通なものは,「評価の難しさ」であり,保健

所保健師のみに抽出されたのは,「学生指導体

制の整備」,市町村保健師のみに抽出されたの

は,「実習地による実習内容の差」であった。

荻育体制に対しては,市町村保健師から抽出さ

れた「実習内容の検討」,「教育機関・教員によ

る相違」,「教育機関の支援体制の強化」であっ

た。

表 5実習の内容や到達目標
カテゴリー サブカテゴリー

カテゴリー サブカテゴリー

表 6実習態度

4)実習態度については,63の記述の内容か

ら30のサブカテゴリーが抽出され,12の カテゴ

リーを抽出した (表 6)。 学生に対 して抽出さ

れたカテゴリーのうち,保健所保健師と市町村

保健師共通なものは,「良好な実習態度」,「基

本的生活習慣の欠如」,「積極性の欠如」,「将来

像の明確さ」,「学生による実習態度の差」であ

り,市町村保健師のみに抽出されたのは,「基

本的生活習慣が身についている」,「 4年制と専

攻科の実習態度の差」であった。

基本的生活習慣の欠如

積極性の欠如

将来像の明確さ

学生による実習態度の差

・良好な実習態度

・基本的生活習慣が身についている

。基本的生活習慣の欠如

・積極性の欠如

・将来像の明確さ
。学生による実習態度の差
'4年制と専攻科の実習態度の差

・積極的な態度
・上手な記録
・あいさつ
・礼儀
・服務態度
,あいさつ
・服装の苦Lれ
・乏しいコミュニケーション能力
・生活力の乏しさ
・積極性の欠如
・しりごみ

5)保健師の業務に関する学習については,

59の記述の内容から33のサブカテゴリーが抽出

され,22の カテゴリーを抽出した (表 7)。 学

生に対して抽出されたカテゴリーのうち,保健

所保健師と市町村保健師共通なものは,「不十

分な実務理解」,「学生による実務学習の差」で

あり,保健所保健師のみに抽出されたのは,
「将来像の明確さ」であり,市町村保健師のみ

に抽出されたのは,「実務学習への積極性」,

「マニュアル人間」,「コミュニケーション能力

の向上」,「事前学習の必要性」,「実務 。演習の

重視」,「 4年制と専攻科の業務に関する学習の

差」であった。実習指導者に対しては,保健所

保健師と市町村保健師共通なものは,「実習受

け入れ体制の整備」であり,保健所保健師のみ

に抽出されたのは,「学ぶ場の減少」,「保健師

の力量形成」であった。教育体制に対しては,

保健所保健師と市町村保健師共通なものは,

「実習期間の影響」,「教育機関と実習機関の連

携」でり,保健所保健師のみに抽出されたのは,
「教育内容の充実」,教員に対して,「孜員の力

量形成」でり,市町村保健師のみに抽出された

のは,「実習内容の見直し」であった。

保
健
所
保
健
師

・熱心・良好
・意欲
・丁寧な記録
・基本的習慣の習得
・できない挨拶
・生活力の乏しさ
・積極性の欠如
・薄い反応
・受け身的な態度
・興味の有無
・保健師志望と看護師志望の相違
・学生による実習態度の差
・グループ差

市
町
村
保
健
師

保
健
所
保
健
師

・不的確な目標設定

・学生指導体制の整備

・評価の難しさ
・テーマの設定

・会議中心
・見学中心
・高すぎる目標設定
・教育機関と地域のギャップ
。学生実習の具体的な体型
・保健所と市町村の連携
・行政の仕組みの理解
・現場体験

市
町
村
保
健
師

・実習期間の適切な事業
・的確な目標設定
・現実可能な目標設定
・不的確な目標設定
・高すぎる目標設定
・短期目標と長期目標の必要性
・理想主義
・指導者と学生の目標到達度の相違
・見学中心
・少ない訪間
・評価方法の検討
・指導者としての不安
・学生による差
・教育機関,教員による指導内容'方針の相遠
・目標が高い専攻科
・現場に任せすぎる実習

・主観のみによる評価
,個人テーマの必要性
・個人とグループ共通テーマの必要性
・広い視野がもてるテーマ

・的確な目標設定

・不的確な目標設定

・指導者と学生の日標到達度の相違
。実習内容の検討

・評価の難しさ

・学生による実習内容の差
・教育機関,教員による相達

・教育機関の支援体制の強化
。実習地による実習内容の差

・保健師志望と看護師志望の相違
・学生による実習態度の差
・専攻科学生の良い態度
・ 4年制学生の消極的態度
・魚惰な熊度の 4年制学生
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不十分な実務理
・学生による実務学習の差
・将来像の明確さ
。学ぶ場の減少
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表 7保健師業務に関する学習
カテゴリー サブカテゴリー

。実習受け入れ態勢の整備

・実習期間の影響

・教育内容の充実
・教員の力量形成
。保健師の力量形成
・教育機関と実習機関の連携

・学生による実務学習の差
・保健師志望の学生は積極的な学習
・デスクワーク中心の実務
・保健事業の減少
・健康学習が実施できる体制づくり
,経験・体験の重視
・実務前後の指導
・特色ある事業を学ぶ機会
・短い実習期間
・学びが少ない実習時期
・演習の重要性
・教員の現場学習の必要性
・学生指導からの学び
・不十分な教育内容の把握

。実務学習への積極性
'マニュアル人間
・学生による実務学習の差
・コミュニケーション能力の向上
。事前学習の必要性

・実習受け入れ態勢の整備

・実習期間の影響
,実務 ,演習の重視

・実習内容の見直し

・ 1年制と専攻科の業務に関する学習の差

・理解しにくい他機関との連携
・事業による積極性の違い
・マニュアルどおりの学生
・学生による実務学習の差
。日頃からの対人関係づくりの必要性
・イメージできる保健師業務
・市町保lJd師と保健所保lrt4師の理解
・行政事務の理解
・業務多忙による困難な指導体市1づくり
。合併による影響
・短い実習期間
,実務重視
・演習の増加
・見学中心の実習
・目的と実施の議離
'4年制と専攻科の目的意識の差

6)学生の問題意識については,38の 記述の

内容から23のサブカテゴリーが抽出され,16の

カテゴリーを抽出した (表 8)。 学生に対 して

抽出されたカテゴリーのうち,保健所保健師と

市町村保健師共通なものは,「問題意識の有無」,

「問題意識の学生差」,「将来像の明確さ」,「専

攻科と4年制の問題意識の差」であり,保健所

保健師のみに抽出されたカテゴリーは,「意識

しすぎる市町村と保健所保健師の相違」であり,

市町村保健師のみに抽出されたカテゴリーは,

「積極性が必要」,「社会情勢の把握の必要性」,

「マニュアル人間」であった。実習指導者に対

しては,保健所保健師と市町村保健師共通なも

のは,「指導の工夫」であり,市町村保健師の

みに抽出されたのは,「保健師の力量形成」で

あった。教育体制に対しては,市町村保健師の

みに「フィールド実習の必要性」が抽出された。

7)住民との関係づくりについては,57の記

述の内容から23のサブカテゴリーが抽出され,

11の カテゴリーを抽出した (表 9)。 学生に対

して抽出されたカテゴリーのうち,保健所保健

茂子・小川 智子・永江 尚美

表 8学生の問題意識
カテゴリー サブカテゴリー

保
健
所
保
健
師

保
健
所
保
健
師

市
町
村
保
健
師

意識しすぎる市町‖と保健所保健師の相遣

問題意識の学生差

将来像の明確さ

指導の工夫

と4

・問題意識の有無

・積極性が必要

・社会情勢のキじ握の必要性

。マニュアル人間
・問題意識の学生差
・将来像の明IICさ

。指導の工夫
・専攻科と4年制の問題意識の差

・問題意識なし・低い
。意識しすぎる市町村と保健所保健師の相達
・学生による問題意識の差
・問題意識を持った保健師志望の学生
・指導の工夫

・問題意識あり
'問題意識なし
,問題意識が低い
。受け身的態度
・積極的質問の欠如
・知らない現実
トピックスに対する高い意識
マニュアル人間
・学生による問題意識の差
・保健師志望でない学生の問題意識の薄さ
。4年制は保健師志望意識が低い

指導の工夫
指導内容の影響

市
町
村
保
健
師

保健師の力量形成
フィールド実習の

師と市町村保健師共通なものは,「コミュニケー

ション能力の向上」,「関係づくりの学生差」で

あり,市町村保健師のみに抽出されたのは,
「良好な関係づくり」,「基本的生活習慣が身に

ついている」,「基本的生活習慣の欠如」であっ

た。実習指導者に対しては,保健所保健師と市

町村保健師共通なものは,「住民と関わる機会

の減少」であり,保健所保健師のみに抽出され
たのは,「指導体制の整備」であった。その他 ,

市町村保健師から「学生と接する住民の積極性」

表9住民との関係づくり
カテゴリー サブカテゴリー

コミュニケーション能力の向上・コミュニケーション
・積極世の欠如

住民との適切な距離

振り返る姿勢の大切さ

学生による住民との関係づくりの差

住民とふれあう場の設定
グループ、組織育成への参加

減少

努力する姿勢
上手なコミュニケーション

対象に見合った関わり
あいさつ

笑顔、明るい表情
丁寧な対応
・不適切な言葉づかい
。適切な態度
・積極性の欠如
・下手なコミュニケーション
・強い緊張感

保
健
所
保
健
師

市
町
村
保
健
師

関係づくりの学生差

指導体制の整備

・基本的生活習慣が身についている

。基本的生活習慣の欠如

・コミュニケーション能力の向上

・異なる目的・問題意識
・学生指導からの学び
フィール ド実習の必

関係づくりの学生差
住民と関わる機会の減少

・学生による住民との関係づくりの差
・住民と関わる機会の減少
・学生の受け入れ良好な
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実習連絡会議

【現況】     |
学生の実習テーマの確認  |

教育体制

【指導者が教育体制に求めるもの】
教育内容の充実 実習内容の検討
教育機関と実習機関の連携

旦

【課題】
¬年以上の保健師教育の必要性
実習内容の充実
実習指導に関する研修の開催

図 2地域看護実習指導者が必要とする保健師基礎教育のあり方

|     【現況】     |
1 業務量の増加        |
1 保健師業務の高度化 複雑化  |
! 多様化           |

【課題】
学生実習の業務への位置づけ
実習指導手引きの作成
学生指導からの学び

について抽出された。

V.考 察

指導者が,学生,孜員,指導者自身,教育休

制に求めるものについて明らかにし,そ れぞれ

の求めるものに対し,現在行っていることを現

況として示 し,現況を踏まえた上で,今後の課
題を明らかにした。これらを図 2に まとめた。

1.指導者が学生に求めるもの
学生に関するカテゴリーは,以下に示すとお

り,「 目的意識が不明確」,「将来像の明確さJ,

「4年制と専攻科の目的意識の差」,「不十分な

事前学習」,「必要な準備内容」,「目標設定の難

しさ」,「テーマ設定」,「基本的生活習慣の欠如」,

「積極性の欠如」,「不十分な実務理解J,「マニュ

アル人間」,「コミュニケーション能力の向上」,

「事前学習の必要性」,「問題意識の有無」「社会

情勢の把握の必要性J,「良好な関係づくり」等

40の カテゴリーであった。

これらから,指導者が学生に求めるものとし

て, 1)目 的意識の明確さ, 2)問題意識の明確

さ, 3)将来像の明確さ, 4)基本的生活習慣の

習得, 5)社会情勢の把握, 6)コ ミュニケーショ

ン能力の向上, 7)積極性, 8))Fマニュアル化 ,

9)事前学習の充実の 9項 目があげられる。

「4年制と専攻科の差」については,各質問

項目の記述内容をみると,専攻科は保健師志望

者が多いことや, 4年制は将来,看護師か保健

師か迷っている学生が多いことが影響している

という記述があるため,こ こでは「将来像の明

確さ」に合めて考えることとした。また,「テー

マ設定」については,本学は個人で実習前に考

え,テーマが実習を通して学ぶ上で可能なテー

マか,保健師の学習として適切なテーマである
かについて,実習前の連絡会議で実習指導者に

確認をしている。よって,実習テーマの明確化
は,本学は十分に行えていると考え削除した。

清水は, 4年制大学の保健師教育の現状をま

とめた中で,臨地実習の場で指導者が学生に対
して受ける印象として, 1)生活体験が少ない,
2)保健師を目指さない学生には実習意欲が見
られない, 3)院内実践が少ないため,臨地実
習の場面でも積極性がなく引いてしまう, 4)

看護職に就くことが目的ではなくライセンスを

取るための実習, 5)理論づけはできるが応用

教員の力量形成

【課題】
実習ラウンド時の指導内容強化
現場学習
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としての実践はできない,と いう意見をまとめ

ている (清水,2006)。 これらは,本研究の結
果とほぼ一致している。本学は 1年間の保健師

教育課程であるため,清水が示している上記 2),

3), 4)に ついては低い傾向にあると考えら
れる。しかし,本学においても近年の学生の傾
向として,意欲や積極性の低下を感じることが

あるため,今後の学生の課題として対策を考え

る必要性はある。

現況として,本学の学生は前期にフィール ド

実習を行い,保健師に必要な基礎知識 。技術・

思考・態度を地域の中で実践を通 して身につけ

た上で地域看護実習に臨んでいる。よって,指

導者が求めるものの 9)事前学習の充実につい
ては,すでに実施 しているが,実習レディネス

の「必要な準備内容」のサブカテゴリーに抽出

されていた,行政の仕組み,保健事業の概要 ,
予算,法的根型,事業の全体像について,講義
内容を実習前に学生各自で再学習することは必

要と考えられる。

実習指導者が求めるものの 1)か ら8)に対
しては, 日頃からの学生の意識改革が必要と考

える。具体的には,日頃からの対人関係づくり,

目的・問題意識を持つ習慣,社会情勢に関心を
もつこと,生活力を身につけること,何事にも

積極的にとりかかること,実習に関しては,実
習指導者・住民との積極的な関わりを意識して

行うことが必要と考えられる。

2.指導者が教員に求めるもの
「教員の力量形成」,「教育機関の支援体制の

強化」という教員に関する2つのカテゴリーか

ら,指導者が教員に求めるものとして, 1)教
員の力量形成, 2)実習中の指導体制の強化の
2項目があげられる。

現況として,教員の力量形成のために各自が

行っていることは,保健師活動や保健師教育に

関する研修受講,専門性を高めるための研究 ,
学生とフール ド実習を行い,教員自身の学びも

深めている。実習中の指導体制については,受
け持ち実習地のラウンド,中間・最終カンファ
レンスの参加である。実習中の教員指導体制に

ついては,保健師学生の実習指導に関するあり
方調査研究事業報告書においても「多くの大学

では少人数の教員が各施設を巡回指導し,実習
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指導の実質を施設側の指導者に委ねている現状

が浮き彫りになった。」と報告している (平澤,

2005)。

全国保健師長会が行った中国 。四国ブロック

における意見交換会の中では,「保健所等地域

活動を理解していない教員が多いので,保健師
としての経験を持つ人に教員になって欲しい。」

という意見があがっていた (大場,2007)。 4

年制大学化に伴い,保健師の現場経験がない教
員が増加している可能性が考えられるが,現場

経験がある荻員においても,激動する社会情勢
や社会ニーズの多様化に伴い,保健師活動は,
高度化 。複雑化してきているため,常に現場に

出向き,現場から学ぶ姿勢を持ち続けることが

必要と考えられる。

実習中の孜員による指導体制の強化について

は,現状の教員数では実習指導の実質を実習機
関側の指導者に委ねているという現状を変える

ことは難しいと考える。このような状況の中で

も教員が有効に実習指導に関わることが出来る

ように実習指導者とともに教員の指導体制につ

いて検討していく必要があると考える。宮崎ら

は,「今後,実習指導に対する大学側の主体性
をどのように発揮するかについて,よ り明確に

することが重要である。そのためには,実習施

設において教員が学生に関わることが有効な場

面を明確にする必要がある。」 と述べている

(宮崎,2006)。 今後は,現在行っている教員に

よる実習地のラウンドの際に,教員は教育や学
生理解のための指導者への関わりを強化してい

くこと,ま た,荻員が学生に関わることが有効

な場面について,実習指導者とともに検討する
ことが必要と考えられる。

3.指導者自身に求めるもの
「指導者による事前学習の把握」,「評価の難

しさ」,「学生指導体制の整備」,「実習地による

実習内容の差」,「実習受け入れ体制の整備」,

「学ぶ場の減少」,「保健師の力量形成」,「住民

と関わる機会の減少」という指導者に関する 8

つのカテゴリーから,指導者自身に求めるもの

として, 1)実習受け入れ体制の整備, 2)学
生指導体制の整備, 3)教育カリキュラムの認
識, 4)事前学習の把握, 5)保健師の力量形
成の 5項目があげられる。
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「評価の難しさ」については,本学では実習

評価は,教員と学生の自己評価で行い,指導者

による評価は行っていないため削除した。

現況としては,実習機関は合併の影響や保健

師業務の高度化・複雑化・多様化に伴う業務量

の増加,保健師の分散配置などにより,実習生

の受け入れが困難になってきていることがあげ

られる。

実習の受け入れと指導体制については,市町

村保健師から,学生実習そのものを市町村の大

切な業務として位置づけるよう県の指導が必要

であるという意見があった。これについては,

平成16年度の保健師学生の実習指導に関するあ

り方調査研究事業報告書の中で,調査を行った

8割以上の実習機関において実習に関する規定

や事務分掌がなく,指導マニュアル等の整備状

況も不十分な実態があること,ま た,実習指導

者については,約70%が実習指導に関する研修

が受けられていないことが報告されている (平

澤,2005)。 このような実態をうけて,「地域で

円滑な実習の受け入れを行い,学生実習の質を

担保するためには,地域側の受け入れ体制を整

備する必要がある。実習の受け入れについては,

現場の保健師が受けるということではなく,行

政組織としての受け入れを明確にする必要があ

る。実習規定を作成し,事務分掌を明確にする

ことにより,実習の受け入れがスムースになり,

実習指導者の研修受講等を促進することができ

ると考える。」と述べられている (平澤,2005)。

S県においても学生実習の業務への位置づけ,

実習指導に関する研修の開催,実習機関におけ

る実習指導手引きの作成が早急な課題であると

考えられる。

教育カリキュラムの認識と事前学習の把握に

ついては,本学は実習前の教員と指導者による

連絡会議により,行 えていると考えるが,今後

も十分な説明を行い,指導者の理解をはかりた

I｀ 。

保健師の力量形成については,保健所,市町

村保健師ともに学生の新鮮な気づきによって考

えさせられたり,良い刺激になること,学生指

導をすることで自分自身の勉強にもなるという

意見があった。実習を受けることが保健師自身

の力量形成につながることは,本学が求めるこ

とでもあり,そのような前向きな姿勢は,学生

の学びにもなると考えられる。

4.指導者が教育体制に求めるもの
「教育機関による指導の差」,「講義と実習期

間のズレ」,「実習内容の検討」,実習内容や到

達目標について「教育機関・教員による相違」,

「実習期間の影響」,「教育機関と実習機関の連

携」,「教育内容の充実」,「実習内容の見直し」,

「フィールド実習の必要性」という教育体制に

関する9つのカテゴリーから,指導者が教育体

制に求めるものとして, 1)荻育内容の充実 ,
2)実習内容の検討, 3)教育機関と実習機関

の連携の 3項目があげられる。

「フィールド実習の必要性」については,本

学は既に行っているため,教育体制に求めるも

のから削除した。

教育体制の現況として, S県において保健師

荻育として保健所・市町村で実習を行っている

教育機関は,統合カリキュラムを実施している

4年制大学 1大学と 1年課程の本学の 2大学が

あることがあげられる。

「教育機関による指導の差」や実習内容や到

達目標について「教育機関や枚員による相達」

については, 4年制大学と本学では,違いがあ

るのは当然であると考える。実習内容について

は,看護師免許がある本学学生と看護師免許が

ない 4年制大学の学生では,実習において出来

ることが違ってくる。本学は見学実習ではなく,

実践を伴った実習を望んでいる。今後の本学に

おける実習内容の充実については,行政機関だ

けでなく,保健福祉活動に関係する他機関での

実習を取り入れるなど,幅 を広げた実習のあり

方を検討することも必要であると考えられる。

孜育内容の充実については, 1年課程の本学

においても更なる充実をはかる必要性はあるが,

統合カリキュラムを実施している4年制大学に

おける教育内容の充実には限界があると考えら

れる。本研究調査では,すべての項目において,

学生の「将来像の明確さ」による差があり, 4

年制大学と専攻科の学生の差が明らかであった。

専攻科の学生は,看護師資格を持っており,将

来保健師になるという目的も明確に持っている

学生が多いため,実習に対して積極的に臨んで

いた。
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保健師と看護師を統合した教育カリキュラム

を実施する看護系大学が増加している状況にお

いて,宇座らは,「新卒保健師の職場不適応や

住民に対峙するだけの能力が育っていないため

に対人支援の実践を敬遠する傾向を考えると,

早急に保健BIF教育のあり方を検討する必要があ

ると考える。保健師の実務経験のある教員によ

る大学院での教育が望まれる。大学での教育を

基礎として,学部から大学院へと一貫した教育
体制が整備されることで,保健師および看護師
の質の向上をめざした教育の実現につながると

考える。Jと 述べている (宇座,2007)。

保健師の大学院教育は,すでに平成18年 4月

から東京大学大学院「保健師コース」で始まっ

ている。村嶋は,保健師コースを開設した狙い

として,保健師の質の担保をあげている。村嶋
は,「看護系大学や学部において統合カリキュ

ラムによる幅広い孜育がなされること自体には,

問題はありません。しかし,その内容は,看護

師を選択する学生においては望ましいものであっ

ても,それがそのまま保健師の免許を与えるた

めの教育になりうるかというと,甚だ疑問です。」

と述べている (村嶋,2006)。 また,村嶋は現

在の看護系大学および学部の教育で,保健師を

養成するために不足しているものとして,実習

をあげている。統合カリキュラムにおいて,地

域看護実習は事業見学に留っており,そ のこと

に関して,「それでは,保健師としての技術は

身につかない。保健師としてのアイデンティテ

イが育たなければ,誇 りをもって仕事のできる

保健師が育たない。今のような学士課程の卒業

要件として保健師免許を位置づけていることの

弊害は計り知れないと思う。」 と述べている

(村嶋,2007)。

以上より,教育内容の充実のためには,保健
師基礎教育課程のあり方そのものについても今

後,現場の意見も聞きながら検討していく必要
力式あると考えら4/Lる。

Ⅶ.結 塗
目阿

木研究で明らかになった課題は以下のとおり

である。

l。 学生としては, 1)日 頃からの対人関係づ
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くり,目 的 。問題意識を持つ習慣,社会情勢に

関心をもつこと, 2)生活力を身につけること,

3)何事にも積極的にとりかかること,実習に

関しては,実習指導者・住民との積極的な関わ

りを意識して行うこと, 4)講義で習っている

内容を実習前に学生各自で再学習することが課

題である。 2.教員としては, 1)実習ラウン

ド時の指導内容強化, 2)現場学習が課題であ
る。 3.指導者としては, 1)学生実習の業務
への位置づけ, 2)実習指導手引きの作成, 3)
学生指導からの学びが課題である。 4.教育体
制については, 1)1年以上の保健師教育の必
要性, 2)実習内容の充実, 3)実習指導に関
する研修の開催が課題である。
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